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今後の検討内容
次回 降 委員会 お 検討 く事項は すとおり あり 検討項目 検討 具体的内容等 指導

予測対

海域に係る検討内容（水環境）

次回以降の委員会において検討していく事項は以下に示すとおりであり、検討項目、検討の具体的内容等について指導・
助言を頂きたい。

区分
予測対
象時期

予測項目 検討内容（ポイント）

潮流・波浪 存在時 埋立地による潮流・波浪の変化 ・事業実施区域周辺での潮流・波浪の変化域とその程度

・事業実施区域西側の浅海域における流れの変化

・閉鎖性海域での海水交換 特に 瀬長島北側の深場での滞留の有無・閉鎖性海域での海水交換。特に、瀬長島北側の深場での滞留の有無。

・連絡誘導路で環境保全措置として実施する通水性の確保について、環
境影響の低減域、海水交換量による効果の検証

水質 存在時 現地調査結果との比較 ・計算条件、妥当性の検討

埋立地による水質分布（COD、 ・埋立地による滞留の有無埋 地 よる水質分布（ 、
T-N、T-P）の変化

埋 地 よる滞留の有無

雨水排水による塩分分布の変化 ・計算条件

・閉鎖性海域での低塩分の程度

供用時 施設からの排水による水質分布 ・施設からの排水に伴う拡散状況
（COD、T-N、T-P）の変化

工事中 工事に伴う濁り（SS）の拡散 ・拡散する濁り（SS）の範囲、濃度

底質 存在時 底質の状況 ・潮流、波浪、水質シミュレーション結果及び現地調査結果を用いた定性
的な予測

・沈降速度を持つ仮想物質のシミュレーション計算

・底質（砂泥、砂質等）変化の傾向を検討

工事中 工事に伴う濁り（SS）の堆積 ・拡散する濁り（SS）の堆積厚
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今後の検討内容

区分
予測対
象時期

項目 検討内容（ポイント）

海域生物 存在時 生息場の減少 事業実施区域と分布域の重ね合わせによる直接的に生息場が消失する生物

海域に係る検討内容（海域生物・生態系）

海域生物 存在時 生息場の減少 ・事業実施区域と分布域の重ね合わせによる直接的に生息場が消失する生物
群（サンゴ、藻場、重要な種等）への影響の程度

・事業実施区域内を中心に分布する生物群・生物種の抽出とその影響の程度

護岸出現 ・護岸を新たな生息場とする生物群（サンゴ、魚類等）への効果

潮流・波浪、水質等の生息
環境の変化

・残存する周辺海域において、生息環境の変化に対する生物群への影響の程
度

生息環境の変化に応じた生
物出現状況

・新たな環境に対応することが可能な生物群を想定
物 現状況

供用時 雨水排水、航空機運航、夜
間照明等の生息環境の変化

・水中騒音の影響、走光性魚類、ウミガメ産卵・ふ化

・低塩分化に対する耐性（室内試験結果有り）

工事中 濁り（SS） 、仮設航路の浚

渫、船舶の航行に対する生

・濁り（SS）の拡散範囲、濃度、堆積の生物影響

・仮設航路の設定位置
息環境の変化 ・航行船舶による水中騒音等の生物影響

生態系 存在時 生態系を構成する基盤環境
の変化

・底質環境等の類型区分に応じた生態系（食物連鎖、種間関係）の検討

・生態系構成要素の変化（面積縮小、環境変化、新たな環境創出）について検
討

供用時 雨水排水、航空機運航、夜
間照明等の生態系構成要素
の変化

・生態系の構成要素の変化（雨水、航空機騒音、夜間照明等による環境変化
の影響検討）

工事中 濁り等の生態系への影響 ・生態系の構成要素の変化（濁水、水中騒音等による環境変化の影響検討）
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・生態系とは、あるまとまった地域において、そこに生息するすべての生物と、その生息空間（環境）を満たす土、水、大気などの無機的環境
を合わせたものである

＜参考＞生態系の考え方（基盤環境）

を合わせたものである。
・当該海域においては、那覇空港沖合いのリーフ内に広がる大きな生態系を、生物の出現状況とそれを取り巻く基盤環境や水深条件などか
ら、ある程度の範囲でまとめたものを生態系として区分した。

・当該海域の生態系は、基盤環境と密接な関わりがあると考えられる底生生物・干潟生物に着目し、出現地点における種類数と個体数の関
係から、TWINSPAN法により基盤環境を考慮して、４つの生態系に区分した。

①

①
①

②

②

②②

基盤環境の区分 生態系の類型区分ＴＷＩＮＳＰＡＮ法
・底質基盤環境に依
存性の高い底生生
物に着目

・ベントス目視調査地

①

②

①

① ②

②

④③

②
③

③

②

①

③

③
③

点（47地点）におけ
る底生生物（種類
数・個体数）と基盤
環境との関係を統
計処理

・生物の出現状況の【基盤環境】

生態系の類型区分
①：礁縁、②：礁池、

生物の出現状況の
類似する基盤環境
を類型化

【基盤環境】
・サンゴ域
・藻場
・７つの底質区分
合計９つの底質
基盤環境

基盤環境 概 要

サンゴ分布域 岩盤や転石の基質に発達したサンゴ群集（那覇空港
の周辺海域はほどんどが被度10％未満）が連続的に
形成されている場とする。

藻場
（海草藻類）

主に砂質域で海草が群落（被度10％未満、または10%
～30%未満）を形成している場とする。

③：砂質干潟、④：泥質干潟

①

生態系の類型区分

（海草藻類） 未満）を形成 る場 する。

岩盤 岩盤が広く露出する場とする。

転石 礫混じりの転石が卓越する場とする。

砂礫 砂質の基盤に礫分が多く混じる場とする。

砂泥 砂質に細かい粒子のシルト・粘土分が混じる場とする。

①

②

③

④砂 礫・石などがほとんど混じらない砂質の場とする。

泥 シルト・粘土分を多く含む場とする。

泥岩 砕けやすい泥岩が露出する場とする。

④
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①サンゴ礁生態系 ②礁池生態系 ③砂質干潟生態系
④泥質干潟

①礁縁

＜参考＞海域生態系の模式図

②礁池 ③砂質干潟 ④泥質干潟①サンゴ礁生態系 ②礁池生態系 ③砂質干潟生態系
　生態系

【鳥類】
ｱｵｱｼｼｷﾞ､ｷｱｼｼｷﾞ､ｼﾛﾁﾄﾞﾘ､ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ上

位
種

【鳥類】
ｺｱｼﾞｻｼ、ﾐｻｺﾞ

O
複数 環境基盤 ま が 典型種

【魚類】
ﾈﾑﾘﾌﾞｶ､ｽｼﾞｱﾗ､ｱﾔｺｼｮｳﾀﾞｲ

M
複数 環境基盤 ま が 典型種

【魚類】
ｶﾝﾓﾝﾊﾀ､ｵｷﾌｴﾀﾞｲ､ｸﾓｳﾂﾎﾞ

N
複数 環境基盤 ま が 典型種

①礁縁 ②礁池 ③砂質干潟 ④泥質干潟

<複数の環境基盤にまたがる典型種>
【貝類】
ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ、ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ、ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘｶﾞｲ、ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科、ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ
【甲殻類】
ﾔﾄﾞｶﾘ亜目、ｵｳｷﾞｶﾞﾆ
【底生生物他】
ｺﾞｶｲ綱
【海藻草類】
ｱｵﾉﾘ属、ｱｵｻ属、ｼｵｸﾞｻ属、ｲｿｽｷﾞﾅ、ｼｵﾐﾄﾞﾛ科、ﾃﾝｸﾞｻ属、無節ｻﾝｺﾞﾓ類、ｲﾜﾉｶﾜ科、ｲｷﾞｽ属、ﾋﾒ
ｺﾞｹ属

<複数の環境基盤にまたがる典型種>
【甲殻類】
ﾔﾄﾞｶﾘ亜目
【底生生物他】
ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ
【海藻草類】
無節ｻﾝｺﾞﾓ類、ｲﾜﾉｶﾜ科、ﾃﾝｸﾞｻﾓﾄﾞｷ
属

<複数の環境基盤にまたがる典型種>
【貝類】
ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科
【甲殻類】
ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属
【魚類】
ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ、ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ、ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ、ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ
【海藻草類】
珪藻綱、藍藻綱

B
【貝類】
ｷﾇｶﾂｷﾞｲﾓｶﾞｲ
【甲殻類】
ｺｼｵﾘｴﾋﾞ科
【底生生物他】
ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ

A
【甲殻類】
ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科
【底生生物他】
ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸﾓﾄﾞｷ科
ｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科
ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱
ﾅｶﾞｳﾆ科
ﾎﾔ綱
【魚 】

C
【貝類】
ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻｶﾞｲ
【甲殻類】
ｱﾅｴﾋﾞ科
【底生生物他】
ｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科
ﾄｹﾞｸﾘｲﾛﾅﾏｺ
ｸﾛﾅﾏｺ
【魚 】

D
【貝類】
ｵｲﾉｶｶﾞﾐｶﾞｲ
【甲殻類】
ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ
ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科
【底生生物他】
海綿動物門
ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科
【魚 】

E
【甲殻類】
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科
ﾔﾊｽﾞｱﾅｴﾋﾞ
ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ
ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ類
【底生生物他】
ｺﾞｶｲ綱
【魚類】

F
【貝類】
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ
ﾉｼｶﾞｲ
ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ
【甲殻類】
ﾔﾄﾞｶﾘ亜目
【底生生物他】
ｳﾒﾎﾞｼｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ科

G
【貝類】
ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ
ｵｲﾉｶｶﾞﾐｶﾞｲ
【甲殻類】
ｽﾅﾓｸﾞﾘ科
ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
【海藻草類】
ｶｺﾞﾒﾉﾘ

H
【貝類】
ｺﾞﾏﾌﾆﾅ
ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科
【甲殻類】
ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ
【海藻草類】
ﾋﾄｴｸﾞｻ

I
【貝類】
ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科
【底生生物他】
ｸﾓﾋﾄﾃﾞ目
【海藻草類】
ﾀﾞｼﾞｱ属

J
【甲殻類】
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科

K
【海藻草類】
藍藻綱

L
【貝類】
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ
ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ
ｶﾜｱｲｶﾞｲ
【底生生物他】
ｺﾞｶｲ綱
【甲殻類】

典
型
種

【魚類】
ｵｼﾞｻﾝ
ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ
ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ｱｵﾌﾞﾀﾞｲ属
ｶﾓﾊﾗｷﾞﾝﾎﾟ
ｲｿﾊｾﾞ属
ｺｸﾃﾝｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ

【魚類】
ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ
ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ
ｱﾐｱｲｺﾞ
【海藻草類】
ｶｺﾞﾒﾉﾘ
ｲﾊﾞﾗﾉﾘ
ﾗﾝｹﾞﾘｱ
ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ

【魚類】
ｷﾋﾞﾅｺﾞ属
ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ
ｷﾝﾒﾓﾄﾞｷ
ﾃﾞﾊﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
ﾐﾅﾐｲｿｽｽﾞﾒﾀﾞｲ
【海藻草類】
ｱﾅｱｵｻ
無節ｻﾝｺﾞﾓ類
ｲﾜﾉｶﾜ科

ｹｼｮｳﾊｾﾞ
ﾂﾑｷﾞﾊｾﾞ
ｶｽﾘﾊｾﾞ属
ﾎﾎﾍﾞﾆｻﾗｻﾊｾﾞ
ｷﾗﾗﾊｾﾞ属

ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ
ｳﾐﾋﾙﾓ

ﾔﾄﾞｶﾘ亜目
ﾐﾅﾐｱｼﾊﾗｶﾞﾆ
ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ
ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ
ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ
【海藻草類】
ｱｵﾉﾘ属
ｱｵｻ属
【陸上植物】
ﾒﾋﾙｷﾞ

ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ
【海藻草類】
珪藻綱
ﾓｻｽﾞｷ属
微小紅藻類

ｳﾐｼﾞｸﾞｻ
ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

微小紅藻類 ｵﾋﾙｷﾞ

基
盤
環
境

砂 サンゴ 藻場 砂礫 砂泥 岩盤 砂 砂礫 砂泥 転石 岩盤 泥

境

4


